
 

 

 
 
 
 
 
 
１年生のみなさん、こんにちは。期末考査も終わ

り、寒さも本格化してきました。３年生からは、名

大や名市大に推薦入試で合格したといううれしい情

報も届いています。また、３年生には共通テストの

受験票が届き、本番まであと１カ月を切ったという

ところです。２年後はみなさんの番ですね。 

年末年始、何かとイベントが控えるこの時期。イ

ンフルエンザが拡大しているという情報もありま

す。引き続き手洗い・うがいの励行など、感染症対 

策をしっかりと行って健康維持に留意しつつ、よい年を迎えてください。 
 

◇◇◇ 国公立大と私立大、そのちがいは? ◇◇◇ 

１年生のみなさんは、文理選択を終えました。これから考えていきたいことは、どこの

大学・学部を志望するのかということです。その際、「総合的な探究の時間」などを通じ

て、自分の興味・関心がどこにあるかをしっかり検討してほしいと思います。 

さて、２学期期末考査の最終日、名市大入試説明会

を開催しました。１・２年生を対象としたものでした

が、名市大のすべての学部の先生が来校され、６４名

の生徒が参加しました（右写真）。 

前半は各学部の先生から学部の概要と入試につい

ての説明を受けました。後半は学部ごとに分かれ、分

散会を開きました。参加した生徒は、自分の志望する 

学部の先生からさらに詳しいお話を聞き、積極的に質問をしていました。生徒にとって

も、大学の先生と直接対話できる、貴重な機会となったのではないかと思います。 

 さて、名市大は公立大ですが、国公立大と私立大のちがいは何でしょうか？  
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 国公立大と私立大のちがいというと、入試科目の負担や学費の面ばかりが注目されます

が、その他にも教育面において大きな違いがあります。大学は入学すれば少なくとも４年

間学ぶ場となるわけですから、「将来に向けて何をどう学びたいか」を意識して、「行け
る大学」ではなく「行きたい大学」を選ぼう! 
 

◇◇◇ 地方の国公立大学に目を向けよう! ◇◇◇ 

進路希望調査の結果を見ると、名古屋大、名古屋市立大、愛知県立大、愛知教育大、名

古屋工業大など、地元の国公立大を中心に志望が集中しています。おそらくみなさんにと

ってなじみのある大学なのかもしれません。 

しかし、全国を見渡せば、その地域に根差した「教育」「研究」「社会貢献」に取り組

み、世界から注目を集める個性的な教育・研究を行っている地方の国公立大学があります。

例えば、信州大学繊維学部や和歌山大学観光学部、滋賀大学データサイエンス学部、千葉

大学園芸学部、秋田大学国際資源学部などがあり、実際、一昨年度の名東生は千葉大学園

芸学部や金沢大学人間社会学部、香川大学農学部などに合格しました。 

 一般的に国立大学は、教育面や研究面ですぐれた環境があります。とくに地方において

はその地域の学術・文化・教育・医療・産業の中心として機能しています。そのため、学

問系統に実学の分野が多い傾向にあります。「大学で学んだことを実社会で活かし貢献し

ていきたい」と考える人にとって、実学の学問系統が豊富にある地方国立大学は、非常に

魅力的です。 

 また、教員１人あたりの学生数を見ると、私立大学では19.3人であるのに対し、国立大

学では9.4人、公立大学では11.2人で（令和４年度学校基本調査より）、充実しています。

さらに、とくに国立大学の工学・理学・農学・医学など自然科学系では、研究を行うのに
必要な施設・設備にお金がかけられ、私立大学に比べて圧倒的に充実しています。このよ

うな環境で学べることも国立大学のメリットです。 

 また、地方という点では、全国各地から学生が入学するため、ひとり暮らしの学生が多

いのが特徴です。ワンルームのアパート・マンション（１カ月）の家賃は都市部で６～１０

万円ですが、地方では２～５万円ですみます。また、ひとり暮らしをする学生の多くが、

大学周辺に住んでおり、徒歩か自転車で通学しています。通学にお金も時間もかかりませ

ん。４年間通うことを考えれば、都市部での生活と比べて格安ですむこともメリットの一

つでしょう。さらに、全国各地から学生が集まるという点では、価値観の異なる多様な学

生と出会いも、その後の人生において大きな財産となるでしょう。 

 ぜひ広い視野をもって学びたい大学、そして研究したい学問を探してください。 

 

 先輩からのメッセージ～『合格体験記 2022』より～ 



 

 

◇◇◇ 2025 年度入試から変わる共通テスト ◇◇◇ 

 ３年生が１月に受験する共通テストの志願者数が確定しました（12 月 5 日公表）。49

万 1,913人で、昨年に比べ、20,668人の減少です。大学入学定員は理工系や情報系などを

中心に拡大するので、競争緩和の入試と言えそうです。現在の高校２年生が受験する2025

年 1月 18日（土）・19日（日）に実施される共通テストでは、新教科「情報」を加えた7

教科21科目へと再編されます。 

 

 ◆「国語」「数学②」の試験時間が、１０分延長されます。 

 ◆ 教科「情報」も入試科目として課す大学があります。試験時間は６０分。 

 

■大学入学共通テストチャレンジ 

 ２年後に受験する「共通テスト」とはど

のようなテストなのでしょうか？ それを

具体的に知ることができるイベントが本

番の共通テストとほぼ同じ時期に行われ

ます。それが、河合塾の「大学入学共通テ

ストチャレンジ」です。 

 ２０２４年１月１３日（土）・１４日（日）

に実施される問題と同じ問題で、１４日

（日）１２時から１６日２３時５９分まで

の間にパソコンやタブレットなどで解答し

ます（１７日（水）から２１日（日）１８

時までの期間でも各自の自由な時間で参加

できます）。 

 申し込みは、２０２４年１月５日（金）
１５時まで。無料です。詳しくは各教室に

掲示されているチラシをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この部分については著作権の関係で 

公開することはできません。 



 

 

Ｉnfomation 

◆ 名東高×名市大 名市大連続講座、開講中! 

 名市大による第２回「名市大連続講座」を、１２月２０日（水）１５時３０分～１６時

３０分、北４展で行います。いつもより３０分早いのでご注意を。講義の内容については、

各教室などにチラシを掲示していますので、そちらをご覧ください。 

また、来年１月２４日（水）・２月１４日（水）放課後にも連続講座を、そして３月に

は名市大の学生との交流会も予定していますので、みなさんの参加をお待ちしています！  
 

◆ 名市大医学部保健医療学科リハビリテーション学専攻（仮称）について 

 名古屋市立大学では、リハビリテーション分野で東海圏の医療・福祉の向上に貢献する

理学療法士、作業療法士の育成を進めるために、２０２５年４月、医学部に保健医療学科

を新設する予定でいます。【理学療法学コース】と【作業療法学コース】の２コースを設

置する予定で、定員はそれぞれ４０名ずつです。そのうちの半数は学校推薦型選抜となり

ます（共通テストなし各４名、共通テストあり各１６名）。 

先日、名市大入試説明会でもリハ専の先生に来ていただきましたが、

１２月２４日（日）１０時から１２時に、第２回目のオープンキャンパ

スを行いますので、気になる人はぜひ参加してみましょう。参加するた

めには、事前申し込みが必要となります（定員２００名、オンラインは

２５０名。保護者は各家庭１名まで）。右の QR コードから。 
 

◆ ３学期実力考査の時間割…試験範囲については各教科・科目の先生から連絡があります。 

 １限 ２限 ３限 ４限 ５限 ６限 ７限 

１月９日（火） 始業式 物理 
社会 

（歴＋公） 
 

１月１０日（水） 国  語 
英  語 

＊リスニングなし 
数学① 数学②  

１月１１日（木） 

普 生 物 授         業 

英 授         業 

 
＜１月９日（火）＞ 
１・２限  始業式等 
       １５分放課 
３限  １０:０５～１０:５５ 
       １５分放課 
４限  １１:１０～１２:００ 

＜１月１０日（水）＞ 
１・２限 ８:５６～１０:２６ 
       ２０分放課           
３・４限 １０:４６～１２:１６ 
       昼放課（３９分） 
５限     １２:５５～１３:４５ 
       １５分放課 
６限   １４:００～１４:５０ 

＜１月１1 日（木）＞  
１限 ８:５０～９:４０ 
      １５分放課 
２限 ９:５５～１０:４５ 
      １５分放課 
３限以降は 4１分授業 
７限終了時刻は１５:３１ 

 


